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鋼橋床版更新へのFRPの適用に関する検討
— FRPの活用によるPC床版の高耐久化—

酒井　秀昭＊

1．は じ め に

都市間高速道路，都市内高速道路などの構造物の大規模
修繕と更新の必要性が近年認識され，具体的な対策が進め
られている。橋梁では経年供用による劣化が顕在化してい
るものもあり，とくに鋼桁橋の鉄筋コンクリート（以下，
「RC」という）床版の劣化が顕著である。これに対して，
プレキャストのプレストレストコンクリート（以下，「PC」
という）床版の高耐久性が評価され，これによる更新工事
が実施中である 1）。鋼橋の劣化が進行した RC床版をプレ
キャスト PC床版に更新する事業（以下，「床版更新事業」
という）のための計画・設計・施工および維持管理方法に
ついては，（公社）プレストレストコンクリート工学会（以下，
「PC工学会」という）において，2016年 3月に「更新用
プレキャスト PC床版技術指針」2）（以下，「更新床版技術
指針」という）が策定されている。また，技術指針を補完
する具体的なプロセスを盛り込んだ設計・施工の要領とし
て，2018年 3月に「プレキャスト PC床版による道路橋更
新設計施工要領」3）（以下，「更新床版設計施工要領」とい 
う）が策定されている。
都市間高速道路会社においては，床版更新事業を実施中
であり 4，5），とくに塩害による影響が大きい箇所において
は，塩化物イオンによる鋼材腐食の抑制が可能なエポキシ
樹脂塗装鉄筋の使用や，コンクリートの塩化物イオン濃度
に対する拡散係数の低下が可能な高炉スラグ微粉末などの
混和材の使用が実施されている。しかしながら，既設鋼橋
の RC床版の全塩化物イオン濃度分布の調査結果からは，
コンクリート表面の塩化物イオン濃度が 10 kg/m3を超える
箇所もあり 5），エポキシ樹脂塗装鉄筋や高炉スラグ微粉末
の使用のみでは，設計供用期間中の鋼材の腐食を防止する

ことが困難なケースも想定される。また，床版にひび割れ
が発生する場合は，塩化物イオンがひび割れから侵入し鋼
材位置での塩化物イオン濃度が上昇することも想定される。
更新床版技術指針においては，コンクリートの配合や材
料および鋼材の防錆による対策を行った場合でも鋼材腐食
に対する照査結果から鋼材腐食が生じる場合は，繊維強化
ポリマー（“Fiber Reinforced Polymers” 以下，「FRP」という）
の補強材（鉄筋の代替）や緊張材（緊張材の代替）を用い
ることとしている。しかしながら，FRPの PC橋への適用
は，一般の鋼材に比べて高価であることなどから，その事
例がきわめて少なくなっており，床版更新事業へ FRPを
適用するためには，その適用範囲や経済性などを明らかに
する必要がある。
本文においては，床版更新事業で実施されているプレキ
ャスト PC床版を対象に，鋼材と FRPの適用範囲や経済性
について検討を行ったものである。

2．プレキャストPC床版の構造

床版更新事業の床版は，工場で橋軸直角方向にプレテン
ション方式によりプレストレスを導入したプレキャスト
PC床版が用いられ，図 - 1に示すように現場で架設され
一体化される。プレキャスト PC床版の橋軸方向の幅は，
一般に運搬の制限により決定され，概ね 2.0 m程度となる。
交通量が多く床版幅全幅での交通規制が困難な場合は，交
通を一部通行させながら橋軸方向に分割して施工せざるを
得ない場合もある。この場合は，プレキャスト PC床版を
橋軸方向に分割して製作し，現場で橋軸直角方向の一体化
が可能な構造とする必要がある。プレキャスト PC床版の
橋軸方向の接合は，図 - 2に示すように RC構造としてル
ープ鉄筋継手とする方法が標準的に採用されている 3）。

国内の橋梁は，高度経済成長期から急速に整備されており，経年化による劣化が顕在化している。このため高速道路会社に
おいては，2015年 3月に橋梁の大規模更新や大規模修繕を事業化しており，劣化が進行した鋼橋の鉄筋コンクリート床版は，
耐久性が高く工期の短縮が可能なプレキャストのプレストレストコンクリート床版に取り替えることが決定された。
プレストレストコンクリート床版に更新された場合は，道路橋示方書に示されている 100年の設計供用期間を，一般の環境

下においては満足する構造物の構築が可能である。しかしながら，海岸地域や凍結防止剤として塩化ナトリウムを大量に散布
する積雪寒冷地おいては，設計供用期間中に塩害による鋼材の腐食により性能が低下して，所定の機能を満足できないケース
も想定される。本文においては，現在施工されている鋼材を用いた更新用の床版の塩化物イオンによる塩害の影響について試
算するとともに，対象となる更新床版への繊維強化ポリマーの適用範囲について検討を行った。
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3．プレキャストPC床版の塩害の影響につい
て

3.1　検 討 方 法
プレキャスト PC床版の塩害の影響については，更新床
版設計施工要領を参考に以下に示す方法により検討を行っ
た。
塩化物イオンの侵入に伴う鋼材腐食に対する照査は，式
⑴に示すように，鋼材位置における塩化物イオン濃度の
設計値 Cdの鋼材腐食発生限界濃度 Climに対する比に構造
物係数γiを乗じた値が，1.0以下であることを確かめるこ
とにより行う。γiは，1.0とする。
　　　　Cd　　γi ─── ≤ 1.0 ⑴　　　　Clim

ここに，Clim（kg/m3）は，早強ポルトランドセメントを
用いる場合は式⑵で，高炉スラグ微粉末を結合材の 50 %
使用する場合は高炉セメント B種相当として式⑶を，同
様にフライアッシュを結合材の 15 %使用する場合はフラ
イアッシュセメント B種相当として式⑶を用いて算定す
る。

　　Clim＝－2.2（W/C）＋2.6 ⑵
　　Clim＝－2.6（W/C）＋3.1 ⑶

鋼材位置における塩化物イオン濃度の設計値 Cdは，普
通鉄筋を用いる場合は式⑷で，エポキシ樹脂塗装鉄筋を
用いる場合は式⑸で算定する。

0.1・cdCd＝γcl・C0　1－erf　──────　　＋Ci ⑷
2　（Dd・t）

0.1　　　cd　　　 cepCd＝γcl・C0　1－erf　───　───＋────　 ＋Ci ⑸
2　t　　 Dd　　　Depd

ここに，C0 ： コンクリート表面における塩化物イオン濃
度（kg/m3）。

　　　　 t ： 塩化物イオン濃度に対する耐用年数（年）。
　　　　γcl ： Cdのばらつきを考慮した安全係数で 1.3と

する。
　　　　Dd ： 塩化物イオンの侵入に対する設計拡散係数

（cm2/年）でひび割れが発生しない場合は
式⑹で算定する。

　　Dd＝γc・Dk ⑹
　
　　　　γc ： コンクリートの材料係数で，床版上面なの

で 1.3とする。
　　　　Dk ： コンクリートの塩化物イオン濃度に対する

拡散係数の特性値（cm2/年）で，早強ポル
トランドセメントを用いる場合は普通ポル
トランドセメントと大きな差異はないた
め 3）普通ポルトランドセメントの推定式式
⑺を準用し，高炉スラグ微粉末を結合材の
50 %使用する場合は高炉セメント B種相
当として式⑻を，同様にフライアッシュを
結合材の 15 %使用する場合はフライアッ
シュセメント B種相当として式⑼を用い
て算定する。

　　log10 Dk＝3.0（W/C）－1.8 ⑺
　　log10 Dk＝3.2（W/C）－2.4 ⑻
　　log10 Dk＝3.0（W/C）－1.9 ⑼
　
　　　　Depd： エポキシ樹脂塗装内への塩化物イオンの

侵入を拡散現象と見なした場合の塩化物
イオンの侵入に対する見掛けの拡散係数
の設計用値（cm2/年）で，2.0×10－6cm2/年
とする。

　　　　cd ： かぶりの設計値（mm）。
　　　　cep ： エポキシ樹脂塗装の厚さの最小値あるいは

保証値（mm）で 180μmとする。
　　　　Ci ： 初期塩化物イオン濃度（kg/m3）で，0.3 kg/

m3とする。
検討にあたっては，プレキャスト PC床版のかぶりの設
計値を 35 mmとする。水セメント比（水結合材比）は，コ
ンクリートの設計基準強度が一般に 50 MPaであり，水セ
メント比は一般に 0.35～0.40程度であるので，0.4とする。
セメント種別としては，早強セメントを結合材として用い
るケース，早強セメントの 50 %を高炉スラグ微粉末に置
換して結合材として用いるケース，早強セメントの 15 %
をフライアッシュに置換して結合材として用いるケースの
3種類とした。

図 - 1　プレキャストPC床版の標準的な構造の例

図 - 2　橋軸方向接合部の例（RCループ継手）
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3.2　鋼材腐食発生限界濃度および設計拡散係数
早強セメントを結合材として用いるケース（ケース N），
早強セメントの 50 %を高炉スラグ微粉末に置換して結合
材として用いるケース（ケース B）について，早強セメン
トの 15 %をフライアッシュに置換して結合材として用い
るケース（ケース F）について鋼材腐食発生限界濃度 Clim

を式⑵および⑶を用いて，設計拡散係数 Ddを式⑹，⑺，
⑻および⑼を用いて算定すると表 - 1のとおりとなる。

表 - 1　鋼材腐食発生限界濃度Climおよび設計拡散係数Dd

ケース 使用結合材 Clim（kg/m3）Dd（cm2/年）
N 早強セメント 1.72 0.326
B 早強セメント +高炉スラグ 2.06 0.0985

F 早強セメント +
フライアッシュ 2.06 0.260

表 - 1からわかるように，早強セメントの 50 %を高炉
スラグ微粉末に置換して結合材として用いるケース Bお
よび早強セメントの 15 %をフライアッシュに置換して結
合材として用いるケース Fにおいては，早強セメントの
みを結合材として用いるケース Nと比較して鋼材腐食発
生限界濃度が大きくなり，設計拡散係数が減少することか
ら，早強セメントのみのケース Nに比べて，塩化物イオ
ンの侵入に対しては耐久性が増大することがわかる。
3.3　ひび割れを考慮しない場合の塩化物イオンの鋼材

腐食に対する照査
凍結防止剤を多く散布する地域や海岸部に近接し飛来塩
分量が多い地域の更新床版においても，設計供用期間中
（100年）に塩害に起因して鋼材が腐食しない性能を有す
る必要がある。この性能を評価するため，ひび割れが発生
しないことを前提として，防錆処理をしていない普通鉄筋
とエポキシ樹脂塗装鉄筋を使用した場合について，鋼材腐
食が生じないコンクリート表面における塩化物イオン濃度
C0の限界値を式⑷および⑸を用いて算定した結果を表
- 2に示す。

表 - 2　塩化物イオン濃度 C0 の限界値（ひび割れ無）

ケース 使用結合材
C0の限界値（kg/m3）

普通鉄筋 エポキシ樹
脂塗装鉄筋

N 早強セメント 1.64 6.00
B 早強セメント +高炉スラグ 3.14 14.8

F 早強セメント +
フライアッシュ 2.16 8.16

中央自動車道，北陸自動車道，名神高速道路の凍結防止
剤散布地域の平成 27年度から平成 28年度に実施した 212
橋 1 209個の全塩化物イオン量調査結果によれば，床版コ
ンクリート表面の塩化物イオン濃度 C0は，平均値 1.11 kg/
m3，標準偏差 1.26 kg/m3となっている 6）。NEXCO中日本
においては，このデータを標準偏差の 3倍までのばらつき
を考慮して算定すると 4.88 kg/m3となるので，全塩化物イ
オン量の調査が未実施な場合は，コンクリート表面の塩化
物イオン濃度 C0を 5 kg/m3として塩化物イオンの侵入に
伴う鋼材腐食に対する照査を実施することとしている 6）。

したがって，NEXCO中日本が管理する橋梁床版において
は，エポキシ樹脂塗装鉄筋を使用すれば，早強セメントの
みを使用した場合においても，凍結防止剤に起因する塩害
が生じる可能性はきわめて低い。
しかし，コンクリート表面の塩化物イオン濃度が 10 kg/

m3を超える箇所もある 5）ことから，エポキシ樹脂塗装鉄
筋の使用に加えて高炉スラグ微粉末などの混和材を併用す
ることが望ましい。
3.4　ひび割れを考慮する場合の塩化物イオンの鋼材腐

食に対する照査
床版更新事業においては，プレテンション工法により橋
軸直角方向を PC構造として，橋軸方向を RC構造として
いる。これは，工期の短縮，橋軸方向への PC鋼材の配置
に伴う床版厚の増加による死荷重の増大の抑制，工事費の
削減を図ることを目的としている。したがって，橋軸直角
方向は，プレストレスによる圧縮力によりひび割れの発生
を抑止することが可能であるが，橋軸方向は RC構造のた
め，コンクリートの収縮やセメントの水和に起因するひび
割れや活荷重によるひび割れが発生する可能性がある。と
くに，図 - 3に示す床版相互の橋軸方向の接合部は，接
合部のコンクリートがプレキャストPC床版架設後に施工さ
れるため，コンクリートの収縮や活荷重によりひび割れが
発生する可能性がある。また，図 - 4に示す連続桁の中
間支点近傍は，活荷重により負の曲げモーメントが作用し，
鋼桁と床版とが合成桁と同様な挙動を示すため，床版全体
に引張応力が作用してひび割れが発生する可能性がある。

更新床版設計施工要領によれば，床版上面にひび割れが
発生する場合は，式⑷および⑸に示した Fickの第 2法
則に基づく拡散方程式の解による推定は現実的ではないと
の意見がある。これを考慮して本研究では，橋軸方向にプ
レストレスを導入していない床版の床版相互の橋軸方向の
接合部および主桁作用によりひび割れが発生する連続桁の
中間支点近傍について，コンクリート表面から塩化物イオ
ンがひび割れに沿って侵入し，コンクリート表面の塩化物
イオン濃度と鉄筋表面（エポキシ樹脂塗装鉄筋においては
エボキシ樹脂表面）の塩化物イオン濃度とが同一となると
仮定して，鋼材腐食が生じないコンクリート表面における

ひび割れ発生

床版全圧縮区間

曲げモーメント 床版全引張区間

図 - 3　床版相互の橋軸方向接合部

図 - 4　中間支点近傍の負の曲げモーメント区間
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塩化物イオン濃度 C0の限界値を求めることとした。C0の
限界値は，式⑷および⑸を用いて cdを0として算定した。
算定結果を表 - 3に示す。

表 - 3　塩化物イオン濃度 C0 の限界値（ひび割れ有）

ケース 使用結合材
C0の限界値（kg/m3）

普通鉄筋 エポキシ樹
脂塗装鉄筋

N 早強セメント 1.02 2.98
B 早強セメント +高炉スラグ 1.35 3.68

F 早強セメント +
フライアッシュ 1.35 3.68

表 - 3からわかるように，床版上面にひび割れが発生
する場合は，本研究の仮定によれば，塩化物イオン濃度
C0の限界値が大幅に低下し，鋼材が腐食する可能性が増
大するため，FRPやステンレス鋼材などの塩化物イオンに
対して高い耐久性を有する材料を使用する必要がある。

4．FRPの活用による更新床版の高耐久化

4.1　FRPについて
橋梁で鉄筋（補強材）の代替として使用実績がある主な

FRPとしては，ガラス繊維強化ポリマー（GFRP），アラミ
ド繊維強化ポリマー（AFRP），炭素繊維強化ポリマー
（CFRP）などがあるが，PC鋼材（緊張材）の代替として
可能なものとしては AFRPおよび CFRPがある。本研究に
おいては，CFRPは導電性があるため，鋼と混合して使用
すると電気化学的腐食が発生するおそれが高いので，鋼と
混合して使用することが可能な非導電性の AFRPを検討対
象とした。コンクリート用の AFRPは，図 - 5に示すよ
うにアラミド繊維を組紐状に編み，ポリマーで硬化した補
強材および緊張材である。

FRPのコンクリート構造物への適用に関する国内規準と
しては，「連続繊維補強材を用いたコンクリート構造物の
設計・施工指針（案）」7）（土木学会）があり，PC工学会
においても，「連続繊維補強材の PC構造物への適用に関
する委員会」において現在審議中である。

4.2　AFRPの更新床版への適用
AFRPは，鉄筋および PC鋼材に比べて高価であるため，
床版更新事業への適用にあたっては，以下に示す 3案が考
えられる。
① 接合部の鉄筋およびループ鉄筋を AFRPで代替
② すべての鉄筋を AFRPで代替
③ すべての鉄筋および PC鋼材を AFRPで代替

4.3　AFRPを更新床版へ適用した場合の工費比較
既往の施工事例から，AFRPを床版更新事業へ適用する
場合のコストの例は表 - 4に示すとおりとなる。全体工
事費は施工箇所等の条件により大きく変化するが，工費比
較にあたっては，既往の発注工事の費用を参考に，全体の
工事費を床版更新事業の対象となる床版面積で除して，床
版 1 m2あたりの費用で比較した。表 - 4に示すとおり，
床版の費用は大きく増加するが，全体工事費では最大でも
2割程度の増加となる。したがって，設計供用期間中に，
塩化物イオンに起因して鋼材が腐食する場合で，供用中に
さらなる床版の更新が必要となる場合は，FRPの適用につ
いて検討する必要性があるものと思われる。

表 - 4　AFRPを適用した場合の工費比較

適用方法 工事費
（千円／ m3） 比率

すべて鋼材 520 1.00
接合部鉄筋を AFRPで代替 550 1.06
すべての鉄筋を AFRPで代替 610 1.17
全鉄筋・PC鋼材を AFRPで代替 640 1.23

4.4　AFRP を更新床版へ適用した場合のライフサイク
ルコストの比較

AFRPを床版更新事業へ適用した場合の初期費用（現時
点での工費）については，表 - 4に示したとおり FRPを
適用した場合には大幅に増加するためその採用は困難であ
る。しかし，設計供用期間を 100年とした場合のライフサ
イクルコストでは，鋼材の腐食に起因して供用中に床版の
再更新が必要となる場合は，AFRPを適用した場合のほう
が安価となる可能性がある。このため，本研究においては，
下記の条件でライフサイクルコストの比較をおこなった。
ライフサイクルコストの比較を表 - 5に示す。
①  再更新が必要な場合は，再更新時の費用を金利や建設費
の上昇を考慮して，現時点での価格に換算して比較する。

②  供用中の維持管理費（点検などの費用）については，す
べてのケースで同一と仮定し，費用比較から除外する。

③  現時点での価格に換算する際の金利および建設費の上昇
率については，過去の推移を考慮して，おのおの 4 %お
よび 2 %に仮定した。

④  再更新が設計供用期間中に１回必要な場合は，当初の更
新から 50年後に，2回必要な場合は，当初の更新から
33年後および 66年後に再更新を実施すると仮定した。

⑤  鋼材の一部またはすべてを FRPで代替した場合は，設計
供用期間中に再更新が不要であると仮定した。

⑥  ライフサイクルコストの比較にあたっては，すべて鋼材
を用いて現時点で更新する費用を 1としてその比率で表
した。
表 - 5からわかるように，厳しい腐食性環境下で塩化

物イオンに起因して設計供用期間中に鋼材が腐食して床版
の再更新が必要となる場合は，AFRPを適用して設計供用
期間中に再更新が必要とならない場合に比較してライフサ
イクルコストが増加する。したがって，塩化物イオンに起

図 - 5　AFRPロッド

Fiber（繊維）

Polymer（樹脂）

Braiding（組紐）
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因して設計供用期間中に鋼材が腐食して床版の再更新が必
要となる場合は，FRPなどの塩化物イオンに対して高耐久
性を有する補強材や緊張材の適用を検討する必要があるも
のと推察される。

表 - 5　ライフサイクルコストの比較

適用方法 更新費
再更新

1回 2回
すべて鋼材 1.00 1.37 1.79
接合部鉄筋を AFRPで代替 1.06 － －
すべての鉄筋を AFRPで代替 1.17 － －
全鉄筋・PC鋼材を AFRPで代替 1.23 － －

5．鉄筋（補強材）の使用区分

5.1　ひび割れを考慮しない場合の鉄筋（補強材）の使用
区分

前述までの塩化物イオンの鋼材腐食に対する照査検討を
もとに，床版にひび割れが発生しない場合の鉄筋（補強材）
の使用区分についてとりまとめると図 - 6のとおりとな
る。ただし，図 - 6は，プレキャスト PC床版かぶりの設
計値を 35 mmとし，水セメント比（水結合材比）を 0.4と
して算定した。セメント種別としては，早強セメントを結
合材として用いるケース，早強セメントの 50 %を高炉ス
ラグ微粉末に置換して結合材として用いるケース，早強セ
メントの 15 %をフライアッシュに置換して結合材として
用いるケースの 3種類とした。

図 - 6　ひび割れを考慮しない場合の補強材の使用区分

図 - 6からわかるように，床版にひび割れが発生しな
い場合においても，塩化物イオンによる鋼材腐食のおそれ
がある橋梁については，エポキシ樹脂塗装鉄筋や必要に応
じて FRPなどの補強材を使用する必要がある。
5.2　ひび割れを考慮する場合の鉄筋（補強材）の使用区

分
前述までの塩化物イオンの鋼材腐食に対する照査検討を
もとに，図 - 3に示した床版相互の橋軸方向の接合部や
図 - 4に示した連続桁の中間支点近傍などのように，床
版にひび割れが発生する可能性がある場合の鉄筋（補強材）
の使用区分についてとりまとめると図 - 7のとおりとな
る。
図 - 7からわかるように，床版にひび割れが発生する

場合は，コンクリート表面の塩化物イオン濃度が比較的低

い箇所においても，塩化物イオンによる鋼材腐食のおそれ
があるので，エポキシ樹脂塗装鉄筋や必要に応じて FRP
などの補強材を使用する必要がある。

図 - 7　ひび割れを考慮する場合の補強材の使用区分

6．ま　と　め

本研究は，床版更新事業で実施されているプレキャスト
PC床版を対象に，鋼材と FRPの適用範囲や経済性につい
て検討を行ったものである。本研究の検討結果は，以下の
とおりである。
1） 更新床版技術指針を参考に，床版更新事業で施工され
ている標準的なプレキャスト PC床版を対象として，
設計供用期間中（100年）に鋼材が腐食しないコンク
リート表面の塩化物イオン濃度 C0の限界値を算定した
結果より，早強セメントの 50 %を高炉スラグ微粉末
に置換して結合材として用いる場合および早強セメン
トの 15 %を高炉スラグ微粉末に置換して結合材とし
て用いる場合は，既往の研究成果 8）と同様に，早強セ
メントのみを結合材として用いる場合と比較して塩化
物イオンの侵入に対して耐久性が増大することが確認
された。

2） 更新床版技術指針を参考に，床版相互の橋軸方向の接
合部や連続桁の中間支点近傍などのひび割れが発生す
る可能性が高い床版について，ひび割れの発生を考慮
して設計供用期間中に鋼材が腐食しないコンクリート
表面の塩化物イオン濃度 C0の限界値を算定した結果に
よれば，ひび割れの発生により凍結防止剤散布地域の
橋梁床版は，塩化物イオンの侵入によりエポキシ樹脂
塗装鉄筋を使用したとしても，鋼材が腐食する可能性
がある。

3） 床版更新事業に使用される PC床版の鉄筋や PC鋼材の
代替として AFRPを用いた場合の工費の試算結果によ
れば，設計供用期間中に鋼材の腐食が発生して床版の
再更新が必要となる場合は，AFRPを使用して床版の
再更新を必要としない場合にくらべてライフサイクル
コストが増大する。したがって，床版中の鋼材が腐食
するような厳しい腐食性環境下においては，FRPを積
極的に使用することによりライフサイクルコストの削
減を図ることができるものと推察される。

4） 前述の FRPの床版への適用にあたっては，図 - 5およ
び図 - 6に示したように，対象となる床版ごとに補強

表面塩化物イオン濃度 C0 kg/m3
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材の使用区分を明らかにすることにより，耐久性の向
上やライフサイクルコストの削減が可能となるものと
推察される。

7．お わ り に

都市間高速道路の鋼橋 RC床版の劣化要因としては，塩
化物イオンによる鋼材の腐食がもっとも大きな要因となっ
ている。このため，高速道路会社においては，床版更新事
業で採用されている PC床版に，高炉スラグ微粉末などの
混和材やエポキシ樹脂塗装鉄筋などを用いて，塩害に対す
る耐久性を向上させるための対策が取られている。しかし，
調査結果によればこれらの対策でも鋼材が腐食するような
塩化物イオンが供給されている箇所もあることから，さら
なる対策を検討する必要がある。

AFRPや CFRPのコンクリート構造物への適用について
は，土木学会において 1996年に規準化されており，海外
においてもアメリカやカナダにおいて規準化 9，10）されて
いる。しかし，FRPの PC構造物への適用はきわめて少な
いのが現状である。この要因としては，FRPが一般の鋼材
に比べて高価であることから，建設費が増大することが最
大の要因と考えられる。床版更新事業においては，床版本
体の費用に比べて，既設床版の撤去費や交通規制費などが
多くかかること，床版の更新中は交通規制が必要となり渋
滞による社会的影響や経済的影響も増大することなどか
ら，設計供用期間中に床版の再更新が生じない高い耐久性
が望まれている。

FRPを床版に適用した場合は，塩化物イオンによる鋼材
の腐食が生じないため高い耐久性を付与することが可能と
なる。また，本研究で示したライフサイクルコストの比較
によれば，設計供用期間中に床版の再更新が必要となるよ
うな環境下においては，FRPを用いた場合には鋼材を用い

た場合よりライフサイクルコストの低減が可能となること
が示された。したがって，FRPを適用した床版の性能が適
正に評価され，床版更新事業において高耐久な床版が構築
されることが必要と思われる。
最後に，本研究の工費の比較にあたって資料を提供して
頂いたファイベックス株式会社代表取締役近藤真一氏に感
謝の意を表する。
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